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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
週初は、好業績銘柄を中心に買いが入ったことや、今後、決算発表を控える
銘柄への先回り買いが進み、上昇しました。その後は、米国半導体関連銘柄
の軟調な決算発表により米国株が下落した流れを受け下落したものの、7月の
米消費者物価指数（CPI）をはじめとした米インフレ指標の鈍化で、米連邦準
備制度理事会（FRB）の急速な利上げにともなう景気減速懸念が後退すると、
週末は、グロース（成長）株をはじめ幅広い銘柄が買われ、大幅に上昇しま
した。
なお、10日（水）には第2次岸田改造内閣が発足したものの、株式市場の反
応は限定的でした。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
10日（水）に7月の米CPIの発表を控え、週前半は様子見ムードが広がり、
小動きとなりました。米消費者物価指数（CPI）に続き、生産者物価指数
（PPI）も市場予想を下回り、インフレ圧力の低下によりFRBが利上げペース
を緩めるとの見方から景気減速への懸念が後退すると、景気敏感株やハイテ
ク株など幅広い銘柄が買われ、週末まで3日続伸しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
前週末に発表された7月の米雇用統計が市場予想を大幅に上回り、FRBの積極
的な利上げが続くとの見方が広がり、上昇しました。なお、週後半に発表され
た米国の物価関連指標が相次いで市場予想を下回り、インフレ加速への懸念が
やや後退すると、小幅に低下する場面もありました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
前週末に発表された7月の米雇用統計が市場予想を大幅に上回り、FRBが利上
げを加速するとの懸念から、週前半は円売り米ドル買いが進んだものの、7月
の米CPIに続き、米PPIも市場予想を下回り、インフレ加速への懸念がやや後
退すると、週末にかけて日米金利差縮小を意識した円買い米ドル売りが進み
ました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、米国の物価関連指標の結果を受け、FRBによる積極的
な金融引き締めへの警戒感が後退したことから、日米両市場ともに上昇しま
した。
米労働省が10日（水）に発表した7月のCPIは、前年同月比+8.5%となり、
依然高水準となったものの、伸び率は前月（同+9.1%）から縮小しました。
インフレ加速への懸念がやや後退したことから、市場では、9月の米連邦公
開市場委員会（FOMC）では、FRBは2会合連続で実施した0.75％の利上げ
幅を0.5％に縮小するとの見方が強まっています。足元のエネルギー価格の
下落を受け、9月FOMCの前に発表される8月米CPIで、伸び率がさらに鈍
化することとなれば、0.5%の利上げを後押しすることとなりそうです。
国内では、先週後半よりお盆休み入りし、今週は市場参加者が少なく、売
買が乏しくなることが予想されるため、小動きとなりそうです。米国では、
大手小売り企業の決算発表や、住宅、小売関連の経済指標を確認しながら、
上値を追う展開を予想します。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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